
図１ 放射線増感剤TX2244の放射線増感活性の評価

図２ レドックスナノ粒子の抗酸化活性の評価

図３ 超音波増感剤ALAの超音波増感活性の評価

内容：

創薬研究にとってマウスやラットを用いた動物実験は不可
欠ですが、倫理的問題のためにその使用が制限されてきて
います。近年、ゼブラフィッシュが代替実験動物として開発さ
れていますが、比較的高い脂溶性をもつ薬剤しか吸収され
ず、吸収量もコントロールし難いといった問題点があり、他の
実験動物の開発が強く求められています。

そこで我々は、発育鶏卵を用いた薬剤評価法を開発するこ
とを試みています。発育鶏卵とは、マウスやラットと比較して、
安価で、飼育が容易であり、個体差が小さく、アレルギー性
が低く、特別な実験施設が不要といった多くの利点を有する
次世代の実験動物です。これまでに、この発育鶏卵を用いて
我々が分子設計・合成した放射線増感剤/防護剤、血管新
生阻害剤、抗転移剤、超音波増感剤、抗酸化剤の薬物動態
解析や活性評価に成功しています。

分野：創薬化学

専門：メディシナルケミストリー

E-mail: uto@bio.tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7522

Fax: 088-656-7522

HP : http://www.bio.tokushima-u.ac.jp/A2/
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In Tokushima prefecture, a large amount
of cellulose material, i.e. Japanese cedar,
is generated in mountain area.
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E-mail: matsuki@tokushima-u.ac.jp
Tel : +81-88-656-7513
Fax: +81-88-655-3162
HP : http://www.bio.tokushima-u.ac.jp/A1/
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図１ バイオマスからの水素と樹脂コラボ創出システム

図２ 遺伝子組換え大腸菌により大量生産したセルロース

分解酵素の利用

内容：

石油代替原料を求める声は石油危機以来高まりながら現在に
至る。バイオマス燃料が注目されるのは第二次石油危機以来であ
り、30年を超えるがエネルギー利用効率的にも、CO2削減効率的
にも現実利用に適するだけの研究結果が得られているとは言い
難い。特に、セルロース系バイオマスはその強固なリグニンネット
ワーク構造により前処理としての脱リグニンが困難である。本研究
で試料とするスギ・ヒノキ間伐材もその一種であり、我国では未利
用のまま山間部に大量に放置されていることから、その有効利用
法の確立が急務である。

バイオマスのエネルギー変換についてはエタノール発酵ではなく、
燃料電池のエネルギー源である水素の源となるメタンを生産する
ために、メタン発酵を行う。近年、燃料電池は自動車、鉄道、軍事
兵器まで多様な用途・規模をカバーするエネルギー源として期待
されている。そのため、その燃料源となる水素の需要は拡大の一
途にある。現在、水素製造は主に天然ガス中に含まれるメタンの
水蒸気改質法により製造されているが、化石資源の枯渇や地球
温暖化等の問題を解決するためにはバイオメタンガスの利用が望
まれる。植物成分のセルロースやヘミセルロース由来物質はメタ
ンに変換し、リグニン由来物質（アセトンで抽出可能）については
機能性エポキシ樹脂への変換しその機能性の拡充化を進める。

分野： 生物機能・バイオプロセス

専門： 生物化学工学

E-mail: asada@bio.tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-9071

Fax: 088-656-9071

コンタクト不良



内容：

現在、果樹園から排出される剪定枝の利活用法はなく、生産
者が費用を負担して焼却処分されている。一例として日本ナ
シの剪定枝を挙げる。日本ナシの果樹園は比較的都市部の
近郊に点在し、集荷・輸送コストが抑えられる未利用の植物
バイオマスである。

本研究課題では、廃棄される日本ナシ剪定枝を総合的に有
効利用する方法を確立する。日本ナシ剪定枝のような植物
バイオマスは主にセルロースとリグニンから構成される。セ
ルロースは微生物変換法により液体燃料やまたはセルロー
スファイバーやセルロースナノクリスタルとしてプラスチックの
原料となり、リグニンもまたプラスチックの原料となり得る。ま
た、近年、我々は日本ナシ剪定枝から美白成分として化粧
品に配合される機能性ポリフェノールであるアルブチンが含
有されることを見出した。植物にはセルロースやリグニンだ
けでなく、様々な有用化学物質を抽出・生産できる可能性が
あり、とくに「未利用の」植物バイオマスから様々な有用化学
物質を生産する一連のプロセスを構築するのが本研究課題
の目標である。

分野：化学・農学

専門：複合化学, 木質科学

E-mail: csasaki@bio.tokushima-u.ac.jp

Tel. 088-656-7532

Fax: 088-656-9071

HP :

図 日本ナシ剪定枝からの有用性ケミカルスの生産

日本ナシ剪定枝からの有用性ケミカルスの生産
[キーワード：セルロース, リグニン, ポリフェノール] 講師 佐々木千鶴
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